


























































































































































i円上or疋ム三， 01 ×4 
個人的





























































































［場面 1] 大学の同好会で I2年生の A：先週，僕たち 2年の学園祭実行委員が集まって，僕らの同
好会ではラーメンの店を出すことになったんだ. 2年生が中心にやるけど， 1年生も一緒に協力してや
ってくれよな. 1年生の B：ちょっと待ってよ．ほんとにラーメンの店なんかやるつもりなの． もっと
大学生らしい企聞の方がいいと思うけどなあ・単なる金稼ぎはやめようよ．
［場面2〕 BがAの家を訪問して／A：あら 5持. B：まあ，もうそんな時間になってたのね．そろそ
ろ失礼しなければ・ヘご主人もお帰りになる時間でしょう.A：ええ，でもまだよろしいんですよ．ゆ
っくりしていってくださっても・ヘ B：そうですか． じゃあ，お言葉にあまえてもうしばらく－－～
［場面3〕 会合で／ A：来年の会長はぜひ Bさんにおねがいしたいと思うんですが， Bさんいかがで
しょうか. B：いやあ，会長なんて，私なんかとても・ヘ Aそうですか．それじゃ C さんにおねがいし
ましょう．
［場面4〕 近所で／ A：お出かけですか. B：はい，ちょっと出かける用事がありまして・ヘ A：どち
らへ. B：はあ， ちょっとそこまで・ヘ A：お買物か何かかしら・ヘ
［場面 5] 会社で／部長A:B君，きみ今度の忘年会の幹事だよねえ．ぜひさしみのうまい店でやり
たいねえ・社員B：ええ，でも Cさんも私もあんまり魚は好きじゃないんで，すきやきにしませんか．




［場面7] 旅行で／ A：ゃあ，おはよう. B：どうしたんだよ. 7時集合なのにおそいじゃないか．な
かなか来ないからみんな心配して電話かけたり，北口の方までさがしにいってるんだよ.A：でも 7時
35分の列車だろ．まだ 10分もあるよ．出かける前にちょっと部屋をかたづけていたんだよ．
〔場面8] 大学生の会話で／ A：今度のパーティーには M さんが来るそうですよ. B：ヤー ダー ， ウ





｛場面 10) 大学生A と大学生Bの会話／ A：すぐ家に電話しといた方がいいんじゃないの. B：そう
だね． ・・・あれ，小銭がないや． ある？ A：うん. 10円玉 1枚ならあるよ．／その翌日 IB：はいこれ，
きのうの電話代 10円ね.A：うん，ちゃんと返してもらったよ
［場面 11) 社員A と取引先の会社の社員 B/A：私はこの件については00のように思うんですが
B：うーん，まあ，そうですねえ.A：やっぱりそうでもないでしょうね．
［場面 12〕 先日 A さんの家にまねかれた Bさんが道で出会って／ A：こんにちは. B：おや， A さ
ん．いやあ，先日はどうもすみません．ほんとに奥様のお料理がおいしくて．あんなにおいしい料理は
久しぶりですよ.A：こちらこそ，わざわざおこし頂いたのに，たいしたおもてなしもできませんで．
［場面 13〕 道で／母A：おたくのお子さん， とても良くおできになるそうですね．母 B：ありがとう
ございます．ほんとにあの子はよくがんばるんで，先生方もみなさんほめてくださるんですの．






［場面 15) 学生が指導教授の研究室を訪ねて／学生A：先生， どうして PはX ということになるん
でしょう．教授B：それはドイツの事例をみれば明らかだろう．学生A：それはドイツの場合だからで
すよ． 日本では Pに等しいのはむしろ Yじゃないですか． 日本の M やNの条件を考えてみれば・ヘ
表 2 各場面理解の鎖度および留学生と日本入学生の問の比の議の検定
留学生 日本人学生 χ2検定
場 面 理解あり 理解なし 理解あり 理解なし 結果xz値ρ
1. 先輩の企画 54(67. S) 26(32. 5) 116(85. 9) 19(14. 1) < 10. 31牢牢
2. 建て前 61(76. 3) 19(23. 7) 122(90. 4) 13( 9. 6) < 9. 71料
3. 遠慮 68(85. 0) 12(15. 0) 118(87. 4) 17(12. 6) NS 
4. 陵昧な返事 74(92. 5) 6( 7. 5) 112(83. 0) 23(17. 0) > 3.92本
5. 部長と社員 62(77. S) 18(22. 5) 76(56. 3) 59(43. 7) > 9. 82牢牢
6. 苔定的意味 19(23. 8) 61(76. 2) 28(20. 7) 107(79. 3) NS 
7. 時間感覚 66(82. 5) 14(17.5) 128(94. 8) 7( 5. 2) < 8. 64牢牢
8. 若者言葉 29(36. 3) 51(63. 7) 78(57. 8) 57(42. 2) < 9. 31牢牢
9. 先輩の依頼 32( 40. 0) 48(60. 0) 67(49. 6) 68(50. 4) NS 
10. 金銭感覚 26(32. S) 54(67. 5) 45(33. 3) 90(66. 7) NS 
11. 間接的否定 14(17.5) 65(82. 5) 10( 7. 4) 125(92. 6) > s.28牢
12. 儀礼的応酬 50(62. 5) 30(37. 5) 82(60. 7) 53(39. 3) NS 
13. 謙遜 64(80. 0) 16(20. 0) 107(79. 3) 28(20. 7) NS 
14. 形式的挨拶 49(61. 3) 30(38. 7) 101(74. 8) 34(25. 2) < 3. 86* 
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以上のことから考えて，場面4,S,・ 6, 10, 11, 12, 14は，教材としてはやや扱いにくい項目のよ
うに思われる．むろんどの場面も教材としては成立するのだが，学習のねらいを焦点化しやすい


























人数 割合 人数 割合
135 （%） 84 （%） 
① 言い回しが変 2 1. 5 1. 2 
② 行為が変 。 0.0 19 22. 6 
③抵抗なし 7 5. 2 4 4. 8 
④ Aを批判 275 203. 7 131 156.0 
⑤ Aの意園の推測 4 3.0 1. 2 
⑥ Aを擁護 5 3. 7 5 6.0 
⑦ Bを批判 9 6. 7 5 6.0 
⑧ Bへの評価，同情 12 8. 9 1. 2 
⑨ Bについての推測 1 0. 7 4 4. 8 
































































1) この会話は普通. (16) 
2) Bはそんなに怒らなくてもよい．旅行がしらける.(1) 
3) 交通事情などでよくある. (1) 
4) 悪い印象を与えるがこういう人はいる． しかたない. (7) 
5) 間に合えばいいと考えて持聞を守らない人もいる. (8) 
6) 皆が怒るのは当然. (5) 
7) 集合時間は守るべき. (6) 
8) Aが悪い．許せない. (5) 
9) Aは教養がない．無責任，常識はずれ. (9) 
10) Aはあやまるべき. (8) 
11) Aのようには言わない.(3) 
12) 他の遅刻理由を言うだろう. (3) 
13) 自分の考え，気持ちを言う. (2) 
14) 無回答. (10) 



























人数 割合 人数 割合
135 （%） 84 （%） 
① Aが極端すぎる 52 38. 5 7 8. 3 
② Aが理解不足すぎる 16 11. 9 22 26. 2 
③ Aの不自然さ 22 16. 3 10 11. 9 
④抵抗なし 23 17. 0 14 16. 7 
⑤ Bの態度を批判 23 17. 0 15 17.9 
⑥ Bの言い方を批判 27 20.0 10 11. 9 
⑦ Bの意図の推測 84 62. 2 46 54. 8 
⑧ Aの意図の推測 7 5. 2 7 8. 3 
⑨ M についての推測 2 1. 5 1. 2 











③＜Aの不自然さ＞： AB関係不明（5), A Bの会
話不自然（14), A Bの考え不明（1), Aは若者に
は珍しい（1），不自然（1)
④＜抵抗なし＞：自然（9），若者言葉（6), 自分も
言う（4), Bはよくいる（1), M はよくいる（1),
どこでもある（1），怒るのは無理ない（1)
⑤＜Bの態度を批判＞： M を嫌がる態度に問題あ







































(2), M に来て欲しい， M が嫌いではない（2),





(3), A Bは親しくない（6), A Bは親しい（2)
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3. 国ではどうか：留学生の回答．かっこ内は頻度．
1) Bのような表現はよくある. (17) 
2) 嫌いで「うっそー，やだ－J と言うことがある. (2) 
3) 相手を嫌っていても， Bのような表現はしない. (10) 
4) こういう表現，言い方はしない. (5) 
5) Bのような表現，言い方はしない. (2) 
6) 「本当？ いいねJ と言うほうがいい. (9) 
7) 文字どおりとる. (14) 
8) Aさんは Bさんをやさしく説得するべき. (2) 
9) Aは行間を読むべきである.(2) 
10) 無回答. (16) 
































ならば， 1.BがM の来るのを嫌がるのはわがままがすぎる， 2.この言い方は軽薄だし子供っ
ぽい， 3.これはかつての流行語だから今では古くて使われない， 4.その他，から選ばせる．③



























人数 割合 人数 割合
135 （%） 84 （%） 
① 自然 8 6. 0 。 0.0 
② 不自然 。 0.0 13 15. 5 
③ Bの上下関係無視の批判 145 105. 2 57 67. 9 
④ Bの態度の批判 50 37. 0 27 32. 1 
⑤ Bの不服従批判 26 19. 3 32 38. 1 
⑥ Bの肯定 19 14. 1 8 9. 5 
⑦ Aの批判 20 14. 8 22 26. 2 
⑥ A Bの批判 0. 01 2 2. 4 
⑨ 関係の推測 16 11. 9 9 10. 7 
⑩ 事態・意図の推測 3 2. 2 20 23. 8 























































⑩＜事態。意図の推測＞： Bは理想主義的（2), B 
はAを誤解して怒った（1), Bはスポーツをやり










3) この文脈では先輩に反対する必要はない. (2) 
4) 先輩には， 1Yes,NoJだけを言う. (1) 
5) 相手の意見をつまらないもののように言うのは失礼. (3) 
6) 先輩も後輩ももっとていねいに話すべきである. (1) 
7) 皆で話し合って決めるべき. (3) 
8) このような先輩は待遇はよくないだろう. (2) 
9) もっと後輩（1年生）に気を使う.(5) 
10) 反対意見は，はっきりと直接的な言い方で言う. (4) 
11) 先輩，後輩関係はあまりない．よくある話し方.(20) 
12) 無回答. (2) 
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